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を
対
象
に
大
麻
が
原
因
で
精
神
病
と
疑
わ

れ
る
す
べ
て
の
患
者
に
つ
い
て
２
年
間
に

わ
た
っ
て
調
べ
、
１
８
９
４
年
に
「
イ
ン

ド
大
麻
委
員
会
報
告
」
と
し
て
そ
の
結
果

が
報
告
さ
れ
た
。

全
６
巻
、
３
２
８
１
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
報

告
書
に
は
、「
大
麻
草
は
社
会
的
習
慣
の
一

部
と
な
っ
て
お
り
、
適
量
な
ら
ほ
と
ん
ど

例
外
な
く
無
害
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
お

そ
ら
く
有
益
で
さ
え
あ
り
、
乱
用
し
て
も

ア
ル
コ
ー
ル
ほ
ど
の
害
に
な
ら
な
い
」「
禁

止
令
は
強
制
す
る
の
が
難
し
く
、
宗
教
の

聖
職
者
に
よ
る
抗
議
を
奨
励
し
、
よ
り
危

険
な
薬
物
の
使
用
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
当
時

の
政
府
や
イ
ギ
リ
ス
人
が
信
じ
て
い
た「
大

麻
＝
悪
」
と
い
う
考
え
方
は
迷
信
で
あ
り
、

ア
ヘ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
よ
う
に
禁
止
や

規
制
す
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
う
記
述
は
、

皮
肉
な
こ
と
に
、
１
０
０
年
余
り
経
過
し

た
21
世
紀
の
今
日
に
も
十
分
に
通
用
す
る

内
容
だ
っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
１
９
６
１
年
に
締
結
さ
れ
た
麻

薬
単
一
条
約
の
議
論
に
お
い
て
、
イ
ン
ド

代
表
団
は
不
寛
容
な
大
麻
禁
止
政
策
に
反

対
し
た
。
そ
の
結
果
、
妥
協
案
と
し
て
禁

止
さ
れ
る
大
麻
の
定
義
か
ら
種
子
と
葉
が

除
か
れ
、
伝
統
的
に
宗
教
・
社
会
的
慣
習

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
バ
ン
グ
は
取
り

締
ま
り
の
対
象
か
ら
逃
れ
た
の
で
あ
る（
表

１
）。
同
時
に
、
締
結
に
際
し
て
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
と

祝
日
に
は
、
バ
ン
グ
ラ
ッ
シ
ー
と
い
う
大

麻
ペ
ー
ス
ト
の
入
っ
た
飲
料
が
振
る
舞
わ

れ
る
（
図
１
）。
一
方
の
仏
教
で
は
、
ブ
ッ

タ
が
悟
り
を
開
く
ま
で
の
６
年
間
に
麻
の

実
と
麦
し
か
食
べ
な
い
「
麻
麦
の
苦
行
」

を
行
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
代
イ
ン
ド
医
学
で
あ
る
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
治
療
に
大
麻
草
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
医
科
大
学
の
化
学
者
の
オ
シ

ョ
ー
ネ
シ
ー
は
、
ガ
ン
ジ
ャ
や
バ
ン
グ
の

研
究
成
果
を
１
８
４
２
年
に
論
文
発
表
し
、

後
に
医
療
用
大
麻
が
西
洋
社
会
に
広
く
知

ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
日
本
に
明

治
初
期
に
輸
入
さ
れ
た
「
印
度
大
麻
草
」

は
１
８
８
６
年
か
ら
１
９
５
１
年
ま
で
の

65
年
間
『
日
本
薬
局
方
（
公
式
な
医
薬
品

リ
ス
ト
）』
に
収
載
さ
れ
て
い
た
。

世
界
的
な
禁
止
政
策
に
反
対
し 

種
子
と
葉
は
除
外
対
象
に

と
こ
ろ
が
、
西
洋
諸
国
に
よ
る
植
民
地

化
が
進
む
と
、
イ
ン
ド
の
大
麻
文
化
を
取

り
締
ま
る
動
き
が
出
て
く
る
。
な
か
で
も

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
大
麻
の
乱
用
が
現
地

住
民
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
し
、
狂
気
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
そ

こ
で
、
大
麻
草
が
広
範
囲
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
問
題
視
し
、
大
規
模
な
研
究
調

査
を
専
門
家
チ
ー
ム
に
依
頼
し
た
。
イ
ン

ド
全
土
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
階
層
か
ら
１
１

９
３
名
の
証
人
を
選
び
、
特
に
精
神
病
院

長
い
歴
史
を
持
つ
大
麻
文
化

イ
ン
ド
は
、
人
口
約
13
億
人
の
半
数
以

上
が
農
業
に
従
事
し
、
農
地
面
積
が
約
１

億
５
０
０
０
万
ha
と
日
本
の
国
土
の
4
倍

も
あ
る
農
業
大
国
で
あ
る
。
大
麻
草
の
歴

史
は
長
く
、
紀
元
前
１
４
０
０
年
頃
の
イ

ン
ド
の
宗
教
経
典
『
ア
タ
ル
バ・ヴ
ェ
ー
ダ
』

で
は
、大
麻
草
は
神
聖
な
植
物
と
し
て
人
々

を
不
幸
か
ら
解
放
し
、
病
気
や
あ
ら
ゆ
る

悪
霊
か
ら
身
を
守
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大

麻
樹
脂
は
「
チ
ャ
ラ
ス
」、
花
は
「
ガ
ン
ジ

ャ
」、
種
子
お
よ
び
葉
は
「
バ
ン
グ
」
と
区

別
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

イ
ン
ド
最
大
の
宗
教
と
な
っ
た
ヒ
ン
ズ

ー
教
で
は
、
大
麻
草
は
三
大
神
の
1
つ
で
、

創
造
と
破
壊
を
司
る
「
シ
ヴ
ァ
神
」
が
も

た
ら
し
た
贈
り
物
と
も
、
好
物
と
も
言
い

伝
え
ら
れ
て
き
た
。
い
ま
で
も
シ
ヴ
ァ
の

インド
衣料からＣＢＤ・医療用へ
持続可能な農村経済に貢献する作物に
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図１：インド政府公認のバング販売店
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野
生
種
の
収
穫
・
利
用
か
ら 

製
品
づ
く
り
の
た
め
の
栽
培
へ

イ
ン
ド
は
世
界
第
2
位
の
綿
の
輸
出
国

だ
が
、
農
薬
や
除
草
剤
の
過
剰
使
用
、
水

の
大
量
消
費
な
ど
の
環
境
負
荷
を
課
題
に

抱
え
て
い
る
。
同
じ
衣
料
用
原
料
で
も
綿

よ
り
病
気
に
強
く
農
薬
い
ら
ず
で
、
水
の

使
用
量
が
少
な
く
、
生
産
量
は
約
２
倍
と

い
わ
れ
る
も
の
の
、
同
国
で
は
ヘ
ン
プ
の

商
業
栽
培
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

イ
ン
ド
全
域
で
雑
草
化
し
て
い
る
ヘ
ン
プ

を
収
穫
し
、
繊
維
を
家
畜
用
ロ
ー
プ
に
、

茎
を
冬
の
薪
に
、
麻
の
実
を
ペ
ー
ス
ト
状

の
調
味
料
で
あ
る
チ
ャ
ツ
ネ
に
利
用
し
て

い
る
程
度
で
あ
る
。

ム
ン
バ
イ
大
学
に
所
属
す
る
Ｈ
Ｒ
カ
レ

ッ
ジ
の
学
生
だ
っ
た
７
名
は
ヘ
ン
プ
の
可

能
性
に
魅
せ
ら
れ
て
、
２
０
１
３
年
に
ム

ン
バ
イ
ヘ
ン
プ
社
を
起
業
し
た
。
彼
ら
の

事
業
は
、
野
生
か
ら
採
取
し
た
ヘ
ン
プ
繊

維
を
糸
に
し
て
織
物
に
し
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
（
ボ
ヘ
コ
）
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で

ヘ
ン
プ
の
糸
、
生
地
、
衣
料
品
の
販
売
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
（
図
２
）。
こ
の
取
り
組

み
に
共
感
し
た
グ
ー
グ
ル
・
イ
ン
ド
社
の

サ
ン
バ
ー
・
オ
ベ
ロ
イ
名
誉
会
長
が
率
い

る
投
資
グ
ル
ー
プ
か
ら
16
年
に
１
０
０
万

ド
ル
（
約
１
億
円
）
の
投
資
を
受
け
、
い

ま
で
は
農
村
地
域
で
女
性
の
職
人
１
５
０

名
を
雇
用
し
、
手
芸
産
業
と
農
村
開
発
教

育
に
貢
献
す
る
ま
で
と
な
っ
た
（
図
３
）。

ヘ
ン
プ
生
地
は
１
ｍ
当
た
り
１
５
０
０

～
２
０
０
０
円
の
価
格
帯
で
取
引
さ
れ
て

い
る
。
既
存
の
綿
生
地
と
比
べ
る
と
5
倍

以
上
と
高
価
だ
が
、
有
機
栽
培
（
野
生
）

か
つ
手
織
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可

能
性
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
公
正
貿
易
）

を
考
慮
す
る
と
妥
当
だ
ろ
う
。
さ
ら
な
る

信
頼
性
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
国
立
繊
維

研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｄ
）
の
天
然
繊
維
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ

Ｆ
）
と
提
携
し
て
新
た
な
研
究
に
も

着
手
し
た
。
ま
た
、
麻
の
実
か
ら
は

冷
温
圧
搾
さ
れ
た
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
オ

イ
ル
、
搾
り
粕
を
粉
末
化
し
た
プ
ロ

テ
イ
ン
パ
ウ
ダ
ー
、
石
け
ん
や
シ
ャ

ン
プ
ー
、
機
能
性
成
分
で
あ
る
Ｃ
Ｂ

Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
入
り
の

美
容
オ
イ
ル
を
製
造
・
販
売
し
て
い

る
。原

料
調
達
で
も
野
生
利
用
で
は
な

く
、
畑
で
栽
培
で
き
る
よ
う
に
国
内
か
ら

約
１
５
０
品
種
を
収
集
し
な
が
ら
、
政
府

当
局
と
の
交
渉
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
17
年
に
イ
ン
ド
科
学
医
学
研
究
評
議

会（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
）と
ム
ン
バ
イ
ヘ
ン
プ
社
に
、

イ
ン
ド
で
初
め
て
医
療
用
大
麻
の
栽
培
と

研
究
の
た
め
の
免
許
が
下
り
た
。

イ
ン
ド
で
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
の
Ｔ

Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）

が
４
～
５
％
と
高
い
野
生
品
種
が
多
い
。

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
低
く
Ｃ
Ｂ
Ｄ
濃

度
が
高
い
品
種
を
育
成
す
る
た
め
に
、
20

品
種
の
栽
培
試
験
に
着
手
し
た
。
慣
習
的

に
治
療
で
用
い
る
ガ
ン
ジ
ャ
や
バ
ン
グ
で

は
な
く
、
世
界
的
に
需
要
が
拡
大
し
て
い

る
オ
イ
ル
や
錠
剤
と
い
っ
た
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品

の
提
供
を
目
標
に
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
イ
ン
ド
で
は
「
産
業
用
ヘ
ン

プ
の
適
用
品
種
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
３

％
以
下
に
限
定
さ
れ
る
」
と
い
う
概
念
が

全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
13
年
に
設
立
さ

れ
た
イ
ン
ド
産
業
用
ヘ
ン
プ
協
会
（
Ｉ
Ｉ

Ｈ
Ａ
）
は
、
欧
州
や
北
米
の
専
門
家
を
招

い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
普

及
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
州
政
府
と
の
交

渉
を
粘
り
強
く
続
け
て
き
た
。
ウ
ッ
タ
ラ

ー
カ
ン
ド
州
で
は
18
年
に
産
業
用
ヘ
ン
プ

の
栽
培
免
許
を
得
て
、
最
大
１
０
０
０
ha

で
約
５
年
間
に
及
ぶ
試
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

イ
ン
ド
の
持
続
可
能
な
農
村
経
済
へ
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

と
も
に
イ
ン
ド
に
対
し
て
、
嗜
好
用
大
麻

の
規
制
実
施
に
25
年
間
の
猶
予
が
与
え
ら

れ
た
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
そ
の
期
限
を
迎
え
る

直
前
の
85
年
に
よ
う
や
く
「
麻
薬
及
び
向

精
神
薬
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
）」
を
制
定
。
単
一

条
約
と
同
じ
よ
う
に
大
麻
の
樹
脂
と
花
の

生
産
を
禁
止
し
た
が
、
種
子
と
葉
の
利
用

に
つ
い
て
は
州
法
に
委
ね
ら
れ
る
形
と
な

っ
た
。
ま
た
、
同
法
で
は
大
麻
の
栽
培
・

加
工
・
販
売
を
禁
止
し
た
が
、
野
生
で
生

え
て
い
る
大
麻
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら

ず
、
野
生
大
麻
か
ら
バ
ン
グ
を
つ
く
る
こ

と
に
つ
い
て
は
取
り
締
ま
り
対
象
と
し
て

い
な
い
。
い
わ
ば
単
一
条
約
に
関
わ
る
外

交
交
渉
で
獲
得
し
た
抜
け
道
に
よ
っ
て
、

今
日
の
イ
ン
ド
の
伝
統
的
風
習
が
残
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

大　　麻
名称のいかんを問わず、大麻植物の花又は果
実のついた枝端で樹脂が抽出されていないも
の（枝端から離れた種子および葉を除く）

大麻植物 カンナビス属の植物

大麻樹脂
粗のものであると精製したものであるとを問
わず、大麻植物から得た樹脂で分離されてい
るもの

表１：1961年麻薬単一条約に謳われた大麻に関する定義

出典：https://boheco.org

図２：野生ヘンプ繊維で作られた衣料品

図３：ヘンプ生地を織る女性の職人


